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周辺環境が文化財に及ぼす影響評価とその対策に関する研究（①修01-10-5/5）

目　　的
屋外に位置する美術工芸品、文化財建造物等は、周辺環境の変化が大きな劣化要因となる。本研究では、

周辺環境が文化財に及ぼす影響を評価し、予測手法の確立や新たな保存修復技法や材料の開発を目的とす
る。また、石造文化財の保存修復に関して韓国・国立文化財研究所との共同研究を行う。

成　　果
石造文化財や木造建造物など屋外に位置する文化財について、周辺環境計測を行った。また、その結果に

基づいて劣化要因を解明し、その影響を軽減する方法および修復材料・技法の開発・評価を試みた。
今年度の主な成果は次の通りである。

⑴　臼杵磨崖仏で行ってきた劣化要因調査および保存修復技術および材料に関する研究をまとめ、「臼杵磨
崖仏保存環境調査報告会」（2010（平成22）年11月６日、会場：臼杵中央公民館）において成果報告およ
び保存管理計画に関する提案を行った。また、殺菌灯照射による着生生物除去施工の実用化試験、冬期寒
冷時の凍結防止対策に関する調査を実施した。

⑵　厳島神社など海浜環境で使用可能な木材充填材料について評価するため試験体を製作し、修復材料とし
て使われる樹脂の発熱量と比重測定、圧縮強度測定、紫外線照射試験及び冷熱サイクル試験、現地曝露試
験を行った。

⑶　今年度の大韓民国・国立文化財研究所との共同研究は、2010（平成22）年12月７日、大韓民国・国立文
化財研究所にて研究発表会を開催した。また、2010年夏には臼杵磨崖仏（日本）および雲住寺（韓国）に
て、凝灰岩強化材料に関する現地曝露試験の経過観察を共同で行った。
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